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グレッチェン・ピクレシマー・キニー
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

不
ふ 公

こ う

平
へ

い

そんなの�

どうして 
エフライムだけが 
手
て

伝
つだ

わなければ 
ならないので 

しょうか。

このお話
はなし

は，ナイジェリアでの出
で

来
き

事
ごと

です。

エフライムは全
ぜん

力
りょく

で走
はし

りました。む
ねがどきどきします。一

いっ

歩
ぽ

足
あし

をふ
み出

だ

すたびに，ほこりがまい上
あ

がります。
うでを前

まえ

にのばします。もう少
すこ

しです！
「おまえがオニだ！」エフライムは，弟

おとうと

のウチェンナのうでにタッチして言
い

いま
した。
「エフライム！ウチェンナ！」お母

かあ

さんが

家
いえ

からよんでいます。「もう家
いえ

に入
はい

りなさ
い。まだやることがたくさんあるのよ。」
「はい，お母

かあ

さん」とエフライムは言
い

い
ました。エフライムとウチェンナは家

いえ

に
入
はい

りました。
今
き ょ う

日は妹
いもうと

のヨハンナの誕
たん

生
じょう

日
び

です。
誕
たん

生
じょう

日
び

の夕
ゆう

食
しょく

には，お客
きゃく

さんが来
く

ること
になっています。やることはたくさんあ
りました。

エフライムはお母
かあ

さんを手
て

伝
つだ

って，ヨ
ハンナの誕

たん

生
じょう

日
び

ケーキを作
つく

ります。エフ

ライムはお母
かあ

さんの料
りょう

理
り

を手
て

伝
つだ

うのが好
す

きでした。特
とく

にケーキを作
つく

るのは。
エフライムは弟

おとうと

と妹
いもうと

の方
ほう

を見
み

ました。
ウチェンナは一

いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

家
いえ

のそうじをして
います。でもヨハンナは，何

なん

の手
て

伝
つだ

いも
していませんでした。ただ本

ほん

を読
よ

んでい
ます。
「ヨハンナはどうして手

て

伝
つだ

わないの？」
ケーキの生

き

地
じ

をまぜながらエフライムは
聞
き

きました。
「今

き ょ う

日はヨハンナの誕
たん

生
じょう

日
び

だからね 」

イ
ラ
ス
ト
／
コ
ー
リ
ー
・
エ
グ
バ
ー
ト

だよ！
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イエスは御
ご

自
じ

分
ぶん

がしたように人
ひと

々
びと

に奉
ほう

仕
し

するよう，ぼくに望
のぞ

んでおられる，とエフ
ライムには分

わ

かりました。
「イエス様

さま

は，ヨハンナが約
やく

束
そく

をしなく
ても，ぼくが手

て

伝
つだ

うことを望
のぞ

んでおられ
ると思

おも

う」とエフライムは言
い

いました。
「お母

かあ

さんもそう思
おも

うわ」と，お母
かあ

さ
んは言

い

いました。お母
かあ

さんに手
て

伝
つだ

っても
らって，エフライムはケーキの生

き

地
じ

をか
たに入

い

れました。
お母

かあ

さんがケーキをオーブンに入
い

れま
した。それからエフライムは，お母

かあ

さん
が夕

ゆう

食
しょく

のミートパイを作
つく

るのを手
て

伝
つだ

いま
した。食

た

べるのがとても楽
たの

しみでした。
エフライムがふと見

み

ると，ウチェンナ
はもうそうじをしていませんでした。ヨ
ハンナと一

いっ

緒
しょ

にゲームをしています。
エフライムはまたいかりを感

かん

じました。
どうしてエフライムだけが手

て

伝
つだ

わなけれ
ばならないのでしょうか。ぼくがミート
パイを 2切

き

れ食
た

べてやる。それで，ヨハ
ンナとウチェンナには一

ひと

つもあげなけれ
ばいい！ そうすれば公

こう

平
へい

になる。

でもエフライムは，もう一
いち

度
ど

イエスの
ことを考

かんが

えました。イエス様
さま

はぼくたち
全
ぜん

員
いん

に一
ひと

切
き

れずつ食
た

べてほしいと思
おも

っ
ておられると，エフライムは思

おも

いました。
エフライムは，お母

かあ

さんが夕
ゆう

食
しょく

を作
つく

り
終
お

えるまで手
て

伝
つだ

いました。たのまれなく
てもテーブルにお皿

さら

をならべるのも手
て

伝
つだ

いました。エフライムはさっきよりも
ずっと幸

しあわ

せな気
き

持
も

ちでした。正
ただ

しい選
せん

択
たく

をしたとせいれいがつげてくださってい
るのだと，エフライムは知

し

っていました。
全
ぜん

員
いん

が夕
ゆう

食
しょく

の席
せき

について，ヨハンナに
誕
たん

生
じょう

日
び

の歌
うた

を歌
うた

いました。エフライムは
できるだけ大

おお

きな声
こえ

で歌
うた

いました。
お母

かあ

さんがミートパイを切
き

り分
わ

けると，
エフライムはすぐに手

て

をのばして取
と

ろう
としました。でも手

て

を止
と

めて，
「最

さい

初
しょ

の一
ひと

切
き

れを取
と

りなよ」とヨハン
ナに言

い

いました。「お誕
たん

生
じょう

日
び

おめでと
う！」●

とお母
かあ

さんは言
い

いました。「わたしたち
がヨハンナの分

ぶん

までやるのよ。」
「だけど，そんなの不

ふ

公
こう

平
へい

だよ！ ヨハ
ンナはぼくの誕

たん

生
じょう

日
び

には手
て

伝
つだ

ってくれな
いでしょ。」エフライムは少

すこ

し頭
あたま

にきまし
た。ボウルをいきおいよくまぜると，生

き

地
じ

が少
すこ

し顔
かお

に飛
と

びました。
そのとき，エフライムはにやりとわらい
ました。いい考

かんが

えがうかんだのです。エ
フライムの誕

たん

生
じょう

日
び

には手
て

伝
つだ

いをすると，
ヨハンナに約

やく

束
そく

させたらどうでしょうか。
もしヨハンナが約

やく

束
そく

をしないなら，エフ
ライムも今

き ょ う

日手
て

伝
つだ

わないことにします！
そうすれば公

こう

平
へい

になるはずです。
エフライムは，この計

けい

画
かく

についてお母
かあ

さんに話
はな

しました。でも，お母
かあ

さんはあ
まりいい顔

かお

をしませんでした。
「イエス様

さま

ならどうされるかを考
かんが

えて
みるのをわすれないでね」とお母

かあ

さんは
言
い

いました。
エフライムはイエスについて考

かんが

えまし
た。イエスは人

ひと

々
びと

を助
たす

けられましたが，
見
み

返
かえ

りを求
もと

めたりはされませんでした。


